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『ｉＰＳ細胞研究』を例にした
知財戦略の支援について

平成２０年３月１３日
弁理士

 
佐藤

 
辰彦
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ｉＰＳ細胞研究体制の現状（概略）

理化学研究所

ヒト多能性幹細胞の分化誘導・移植の技術

 開発と技術支援のための総合拠点
(代表者・笹井芳樹

 

理化学研究所細胞分化・器官発生研究グ

 
ループディレクター）

再生医療の実現化プロジェクトの実施機関

 （４拠点）

京都大学

iPS細胞研究統合推進拠点

(代表者・山中伸弥

 

京都大学iPS細胞研究センター長)

慶應義塾大学

再生医療実現化を目指した

ヒトiPS細胞・ES細胞・体性幹細胞研究拠点
(代表者・岡野栄之

 

慶應義塾大学医学部教授)

東京大学

ヒトiPS細胞等を用いた次世代遺伝子・細胞

 
治療法の開発
(代表者・中内啓光

 

東京大学医科学研究所教授)

関連研究者

大学・研究機関

論文・
データベース

国家機関

iPS細胞の解明

臨床研究

再生医療

医療倫理

情報発信
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○知財から見た研究開発のロードマップの立案

○知財から見た研究成果最大化のための

ポートフォリオ構築

○知財から見た事業に繋がるライセンス戦略立案

○知財から見た研究資金の戦略的配分

○知財から見た組織を超えた連携体制の構築

知財戦略を基幹とした
総合支援拠点の形成

（総合プロデュース機能の付与）

○世界に勝つ戦略的研究開発の推進
→研究成果の相互活用と研究の効率化

→研究成果の統合的な発信

○研究開発成果の最大限の保護・活用
→国内外における戦略的知財の獲得

→次世代の研究開発への橋渡し

→研究成果の保護のための制度改革

○知財群による事業化の推進と連携
→パテントプール・コンソーシアムの

形成

→収益を念頭においたライセンス戦略の

 
展開
→医薬品の創出・細胞バンク等の形成

○知財から研究・開発を考えられる人材の
育成

→知財プロデューサーの育成

関連研究者

大学・研究機関

論文・
データベース

国家機関

iPS細胞の解明

臨床研究

再生医療

医療倫理

情報発信

再生医療の実現化
プロジェクト
の実施機関
（４拠点）

【既存プロジェクト】

企業

【知財から見た支援プロジェクト】

成功モデルを、他の研究開発成功モデルを、他の研究開発

 プロジェクトに拡大プロジェクトに拡大大学

弁理士

国の支援

○人的支援

 （人材の投入etc.）
○物的支援

（研究資金etc.）

知財人材支援プロジェクト

日本弁理士会iPS支援プロジェクト

（支援委員会の設置と弁理士の派遣）

• 技術動向解析の支援

• 知財ポートフォリオ構築に関する

 

アドバイス

• 権利化のための出願に関するアド

 

バイス

• 海外特許戦略の構築の支援

• ライセンシング支援と紛争対応の

 

支援
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